



































































2011年度に小学校外国語活動 5 ・ 6 年生で週 1 時間（年間各35時間）が全面実施となって本年度（2019年度）で早く
























ム（Bingo game），カルタ（カード・ゲーム類），Matching games, 



















るために』というテーマで，人と関わることを ｢魅力的だ｣ と 感
じる子どもの育成を目指している。目指す授業の目標は，「 1 ．コ




























対する回答として，「 1 ．全員が参加できるもの， 2 ．活動的で体
が動かせるもの， 3 ．繰り返しがあるもの， 4 ．創造的な考えを
育み人に伝える情報があるもの，5 ．競争やスピード感のあるもの，
6 ．ルールが比較的簡単であるもの， 7 ．考えるチャンスがある





















































































































































































































































の24のゲーム活動を抽出した。【資料】（資料 1 ）～（資料 4 ）
　 ゲーム 1  ：じゃんけんゲーム， ゲーム 2  ：おはじきゲー
ム， ゲーム 3  ：ポインティングゲーム， ゲーム 4  ：キーワー
ドゲーム， ゲーム 5  ：ミッションゲーム， ゲーム 6  ：ステレ
オゲーム， ゲーム 7  ：メモリーゲーム， ゲーム 8  ：ラッキー
カードゲーム， ゲーム 9  ：ナンバーゲーム， ゲーム10  ：ビン
ゴゲーム， ゲーム11  ：カルタゲーム， ゲーム12  ：チェーンゲー
ム， ゲーム13  ：サイコロゲーム， ゲーム14  ：ジェスチャーゲー
ム， ゲーム15  ：スリーヒントゲーム， ゲーム16  ：マッチング
ゲーム， ゲーム17  ：インタビューゲーム， ゲーム18  ：ばくだ
んゲーム， ゲーム19  ：伝言ゲーム， ゲーム20  ：サイモンセ
ズ， ゲーム21  ：フルーツバスケット， ゲーム22  ：ゲッシング
























































































































































るとき，教師と児童の間で，T: What color does he/she like?  S: 







2 ．聞いている児童の全員が一斉に，例えば “What color do you 


































児童：A head.　次の児童：A head and a mouth.　三人目の児童：
A head, a mouth, and a hand．四人目の児童：A head, a mouth, a 



























　 1 ． 4 ， 5 人のグループになって， 1 つの机を囲んで座る。
1 セットの絵カードを上にして並べる。 2 ．スタートの児童を
決め，右隣の児童に，例えば “What do you want?”と尋ねる。
















































































　 1 ．数名でグループになり，絵カードを机の上に並べる。 2 ．




















　 1 ． 5 、 6 人のグループを作り一列に並ぶ。 2 番目の児童が
1 番目の児童に，例えば “What animal do you like?”と質問を
する。 1 番目の児童が “I like cats.”と答える。 2 ．次に 3 番目
の児童が 2 番目の児童に，“What animal do you like?”と同様
の質問をする。 2 番目の児童は 1 番目の児童の答えに自分の答


























　 1 ．ジャンル別に 6 種類の絵カード貼ったサイコロを用意す
る。 2 ． 4 人グループになり，じゃんけんをして 1 番目のサイ
コロを振る人を決める。 3 ． 1 番目の人がサイコロを振ったら，
出た目の絵を見て，例えば“I like soccer./I don＇t like soccer.”
と言って自分がその絵の単語が好きか嫌いかを伝える。そのあと
隣の児童に“Do you like soccer?”と尋ねる。 4 ．尋ねられた











































































ドの単語の発音をすることである。 1 ．まず，絵カードを 2 枚
1 組で用意する。 2 ．カードをよく切り，裏にして並べる。 3 ．
その後は神経衰弱のように 2 枚が揃えられたらそのカードが獲





















































　 1 ． 6 ～ 8 人位のグループになり，爆弾の代わりにボール
を用意する。 2 ．最初にボールを持っている児童は， 1 月の
“January”と言いてから，次の児童にボールを渡す。 3 ．ボー
ルを受け取った児童は，“February”と言って次の児童にボール

























　 1 ．座席の縦列ごとに英文を伝言していく。 2 ．列の 1 番目

































　 1 ．教師は命令文を用いて児童に指示を出す。例えば，“Touch 































































スターを当てるゲームであることを確認する。 4 ．例えば，“Do 
























































を決め，目隠しをする。 2 ．次に,グループの児童が “This is a 
nose.”と言いながら，目隠しをしている児童に顔の部位を手渡
す。 3 ．顔を作る児童は顔の台紙にその部位を置いていく。そ






























































C　活動形態 個人活動（全体） 6  （25%）






疑似対話の定着 7  （16%）
E　習得技能 聞く活動 9  （38%）
話す活動 8  （33%）
聞くから話す活動 3  （12%）
聞く活動・話す活動 4  （17%）
G　ゲーム的要素 要素あり 13 （54%）
要素なし 4  （17%）




体験的理解 6  （19%）
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